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第二次行政改革の
取 り 組 み を 報 告 し ま す

区
は
、
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
、
よ
り
良
い
区
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
都
区
制
度
改
革
に
よ
り
地
方
分
権
の
確
か

な
担
い
手
と
な
れ
る
よ
う
に
、
8
年
度
か
ら
の
5
ヵ
年
計
画

で
第
二
次
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
2
0世
紀
か
ら
2
1世
紀
へ
の
橋
渡
し
の
期
間
に
、
ど

れ
だ
け
区
政
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
も
の
に
で
き
る
か
と

い
う
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

第
二
次
行
政
改
革
の
5
年
間
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
、
6

つ
の
分
野
に
整
理
し
て
報
告
し
ま
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し

事
務
事
業
の
整
理
合
理
化

区
が
直
接
整
備
す
る
予
定
だ
っ
た

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
老
人
保

健
施
設
を
民
間
に
よ
る
整
備
誘
導
に

切
り
替
え
た
こ
と
に
よ
り
、
6
億
円

余
り
の
コ
ス
ト
削
減
が
で
き
ま
し

た
。公

共
施
設
の
建
設
や
維
持
管
理
で

は
、
設
計
方
法
の
見
直
し
で
、
6
億
8

千
万
円
余
り
の
設
計
委
託
費
が
節

減
で
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
刊
行
物
や
補
助
金
の

整
理
合
理
化
、
勤
労
青
少
年
寮
や
公

設
小
売
市
場
の
見
直
し
、
入
札
制
度

の
改
善
な
ど
、
事
業
の
整
理
合
理
化

を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
者
保
護
雇
用
事
業
の

本
格
実
施
や
地
域
ケ
ア
チ
ー
ム
事
業

(医
療
、
保
健
、
福
祉
が
一
体
と
な

っ
て
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
)
の
推
進
、
宅
配
給
食
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ

に
も
努
め
ま
し
た
。

民
間
委
託
な
ど
の
推
進

区
立
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
調

理
の
民
間
委
託
を
進
め
、
6
億
3
千

万
円
余
り
の
費
用
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
電
算
業
務
の
一
部
や

音
楽
の
ま
ち
推
進
事
業
の
民
間
委

託
、
公
設
民
営
保
育
所
(
設
置
す
る

の
は
区
で
す
が
、
運
営
は
民
間
の
法

人
が
行
ケ
保
育
園
)
の
設
置
や
、
住

民
参
加
に
よ
る
公
園
自
主
管
理
な
ど

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

時
代
に
即
応
し
た

組
織
・
機
構
の
見
直
し

組
織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化

都
区
制
度
改
革
の
実
現
に
よ
る
清

掃
事
業
の
受
け
入
れ
で
は
、
組
織
を

肥
大
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
円
滑
な

事
業
移
管
を
果
た
し
ま
し
た
。

公
社
の
経
営
改
善
・
再
構
築
な
ど

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
統
合
に
よ

っ
て
、
あ
い
あ
い
公
社
を
廃
止
し
ま

し
た
。
ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社
と
教
育
振
興
公
社
を

再
編
し
、
生
涯
学
習
振
興
公
社
と
し

て
統
合
し
ま
し
た
。

効
率
的
な
行
政
運
営

と
職
員
の
能
力
開
発

な
ど
の
推
進

公
共
施
設
の
建
設
や
維
持
管
理
な

ど
、
適
切
な
設
計
単
価
や
予
定
価
格

の
設
定
、
施
設
別
の
グ
レ
ー
ド
の
見

直
し
な
ど
に
よ
り
、
2
億
円
余
り
の

コ
ス
ト
を
縮
減
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
新
し
く
職
員
提
案
制

度
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
職
員
の
能

力
開
発
に
努
め
ま
し
た
。

職
員
定
員
管
理
お
よ
び

給
与
の
適
正
化
の
推
進

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
8

年
度
に
お
け
る
職
員
総
定
数
(
4
千
7
3
1

人
)
を
も
と
に
、
6
。
5
%
(
3
0
7

人
)

の
削
減
を
め
ざ
し
て
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
目
標
を
上
回
る
3
3
3

人
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
区
民

一
万
人
あ
た
り
の
職
員
数
比
較
で

は
、
2
3区
で
一
番
少
な
い
定
数
を
保

っ
て
い
ま
す
。
(
図
1
)

給
与
な
ど
の
適
正
化

効
率
的
な
事
務
執
行
に
努
め
、
時

間
外
勤
務
手
当
を
年
平
均
で
1
億
3

千
万
円
余
り
削
減
し
ま
し
た
。ま
た
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
検
査
業
務
手
当
、

用
地
取
得
等
折
衝
業
務
手
当
、
大
気

測
定
・
水
質
分
析
業
務
手
当
を
廃
止

し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
設
置

と
管
理
運
営
の
適

正
化

住
民
参
加
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
、
社
会
教
育
施

設
使
用
料
の
減
免
制
度
の
見
直
し
な

ど
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
公
園
の
維
持
管
理
や
補
修

工
事
に
つ
い
て
、
公
園
巡
回
の
強
化

と
補
修
の
迅
速
化
を
図
り
ま
し
た
。

情
報
化
の
推
進
な
ど
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上

戸
籍
事
務
や
道
路
占
用
事
務
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
化
、
福
祉
・
衛
生
関
係

の
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
公

的
年
金
受
給
者
の
現
況
確
認
の
シ
ス

テ
ム
化
な
ど
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

1
3年
4
月
オ
ー
プ
ン
の
ケ
ア
ハ
ウ

ス
「
は
ご
ろ
も
」
で
行
わ
れ
た
、
近

隣
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
会

区民1 万 人 あ たり
の 職員 数

足 立 区… 72 人
23 区 平 均 … 102 人

図1　 区民1万人あたりの条例定数の推移

12年度の増は、
清掃事業の都か
ら区への移管に
よるものです。

お
問
い
合
わ
せ
は

、

企
画
部
区
制
改
革

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
▽
障
害
者
特
集
「
障
害
者
・
:そ
れ
ぞ
れ
の
試
み
」

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
区
内
で
展
開
、
足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

FAX3880- 5678

「区 民の声」を

お待ちしています

結
果
の
ま
と
め
と

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

結
果
の
ま
と
め

こ
の
取
り
組
み
の
結
果
、
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
7
4項
目
の
う

ち
、
5
1項
目
に
つ
い
て
目
的
を
達
成

し
、
達
成
率
は
約
7
0
%に
な
り
ま
し

た
。事

業
費
や
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い

て
は
、
事
業
費
で
9
億
7
千
6
0
0
万
円

余
り
、
人
件
費
で
は
3
6億
円
余
り
の

節
減
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ

う
し
た
財
源
を
新
た
な
行
政
需
要
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
予
定

ー
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
ー

行
政
改
革
は
、
時
代
の
変
化
に
合

わ
せ
、
最
適
な
行
政
を
進
め
て
い
く

た
め
の
永
遠
の
取
り
組
み
で
す
。

区
は
現
在
、
完
了
で
き
な
か
っ
た

事
項
を
第
三
次
行
政
改
革
に
繰
り
入

れ
、
新
た
な
取
り
組
み
事
項
と
と
も

に
進
め
て
い
ま
す
。

行
政
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
行
政
改
革
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。▲ 第二次行政改革の成果の詳細

は、区民15人の方によって構成
されている行政改革推進委員会
を10月24日に開催して報告しま
した

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ 　
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
11 月12 日
から受け付け

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
程
等
=
表
1

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
で
、
講
座
終
了
後
、
実
際

に
活
動
を
は
じ
め
よ
う
と
思
っ
て
い

る
方

内
容
=
「
障
害
者
と
地
域
で

と
も
に
暮
ら
す
た
め
に
」
費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
H
月
3
0

日

申
・
問
先
=
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

表1　 精神保健福祉ボランティア講座

依
存
症
講
演
会

買
い
物
、
薬
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
。

や
め
た
い
け
れ
ど
や
め
ら
れ
な
い

病
。
あ
な
た
は
、
の
め
り
こ
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
日
時
=
1
2
月
6
日
團
、

午
後
2
時
～
4
時
講
師
=
岩
崎
正

人
氏
(
岩
崎
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
)

内
容
=
「
現
代
人
を
襲
う
依

存
症
と
い
う
病
」
定
員
=
4
0
人
(
先

着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー(

3
6
0
6
)
4
1
7
1

高
脂
血
症
予
防
教
室
(
2
日
制
)

日
時
=
1
1月
2
6日
㈲
・
1
2月
3
日
㈲
、

午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=

健
康
診
断
な
ど
で
高
脂
血
症
に
要

注
意
と
言
わ
れ
た
方

定
員
-
5
0人

(先
着
順
)

内
容
=
高
脂
血
症
と

は
。
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
―
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
5
)
4
1
5
5

食
生
活
講
演
会

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
が
増
え
て
い
ま
す
。
「
食
生

活
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
1
1
月
2
8
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
「
健
康
」

の
か
ぎ
を
握
る
食
生
活

講
師
=
山

田
紘
子
氏
(
専
門
学
校
講
師
)

定
員
=
6
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6

「
食
品
情
報
」を
出
前
し
ま
す

食
中
毒
予
防
、
食
品
添
加
物
、
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
な
ど
「
食
」
に

か
か
わ
る
最
新
情
報
を
出
前
し
ま

す
。
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
の
勉
強

会
な
ど
に
食
品
衛
生
監
視
員
が
う
か

が
い
ま
す
。
対
象
=
区
内
在
住
の
方

申
込
=
電
話

問
先
=
足
立
保
健
所

食
品
保
健
係(

3
8
8
0
)
5
3
6
3

犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
時
=
1
2月
6
日
困
、
午
後
2
時
～
4

時

対
象
=
犬
を
飼
い
始
め
た
区

内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容
=
犬
の

し
っ
け
方
の
基
本
を
実
際
の
犬
を
使

っ
て
学
び
ま
す

※
当
日
は
犬
を
連

れ
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い

講
師
=

都
動
物
保
護
相
談
セ
ン
タ
ー
職
員

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

足
立
保
健
所
生
活
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
関
す
る
不
安
や
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
家
庭
だ

け
で
な
く
、
広
く
地
域
の
家
庭
か
ら

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
安
心
し
て
子

育
て
を
楽
し
め
る
よ
う
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
経
験
豊
か
な
公
・
私

立
保
育
園
の
職
員
が
対
応
し
ま
す

(秘
密
厳
守
)
。
日
時
=
毎
週
月
～

金
曜
日
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

※
祝
日
は
除
く

相
談
方
法
=
電
話

ま
た
は
面
談

場
所
=
公
立
・
私
立

保
育
園
全
園

問
先
=
保
育
指
導
ま

た
は
保
育
振
興
係

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
と
お
し

て
、
子
ど
も
と
の
関
わ
I
方
や
親
子

関
係
を
考
え
ま
せ
ん
か
。
日
時
=

1
2
月
4
日
㈹
、
午
前
1
0
時
～
正
午

対
象
=
4
ヵ
月
～
1
0
ヵ
月
ま
で
の
乳

児
と
保
護
者

内
容
=
講
義
・
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
中
心
と
し
た
遊
び

講

師
=
菅
野
清
子
氏
(
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
カ
ー
)

定
員
=
3
0

組

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

健
や
か
親
子
育
児
教
室

さ
あ
お
父
さ
ん
出
番
で
す
よ
。
普

段
じ
っ
く
り
子
ど
も
に
つ
き
あ
え
な

い
お
父
さ
ん
、
親
子
遊
び
を
と
お
し

て
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
大
切
さ
、
子

育
て
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
日
時
=
1
2月
1
日
倒
、午
前
1
0

時
～
正
午

場
所
=
区
役
所
庁
舎

ホ
ー
ル

内
容
=
親
子
の
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
遊
び
、
懇
談

対
象
=
5

～
8

ヵ
月
ま
で
の
乳
児
を
も
つ
夫
婦

※

夫
婦
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

定
員
=
5
0

組
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
足

立
保
健
所
母
子
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

児
童
育
成
手
当
(
障
害

手
当
)・
特
別
児
童
扶

養
手
当
制
度

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
=
2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が

あ
り
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
方
…
「
愛
の
手

帳
」
1
～
3
度
程
度
/
「
身
体
障
害

者
手
帳
」
1
・
2
級
蒹
度
/
脳
性
ま

ひ
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

※
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
児
童
が
施
設

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん

手
当
月
額
=
1
万
5
千
5
0
0

円
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
2
0歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お

よ
び
中
度
の
障
害
(
身
体
障
害
者
手

帳
I
～
3
級
程
度
ま
た
は
愛
の
手
帳

I
～
3
度
程
度
。
3
・
4
度
は
診
断

書
に
よ
る
判
定
が
必
要
に
な
り
ま

す
)
を
持
つ
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

方

※
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
・
:所
得
が
限
度
額
以

上
/
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/

児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的

年
金
の
受
給
資
格
者
で
あ
る

手
当

月
額
=
重
度
5
万
1
千
5
5
0円/
中
度
3

万
4
千
3
3
0円

ー

い
ず
れ
も
ー

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
ひ
と
り

親
家
庭
支
援
係(

3
8
8
0
)
5
8
8
3

「
(親
)医
療
証
」現
況
届
を
ま
だ

提
出
し
て
い
な
い
方
へ

図
現
況
届
の
提
出
期
限
が
す
ぎ
て

い
ま
す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い

と
1
4年
分
の
医
療
証
が
発
行
で
き
ま

せ
ん
。
ま
だ
、
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え

て
至
急
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
(
9
月
2
7

日
以
降
「
儺
医
療
証
」
を
申
請
し

た
方
は
、
今
年
は
現
況
届
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
)
。
な
お
、現
況
届
提
出

後
に
保
険
証
が
変
わ
っ
た
方
は
、
変

更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
申
・
問

先
=
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

愛
称
募
集

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
足

立
の
子
育
て
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

区
民
の
皆
さ
ん
が
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
親
し
み
や
す
い

愛
称
を
公
募
し
ま
す
。

「
子
育
て
っ
て
楽
し
い
よ
ね
1
・
」
と

言
え
る
家
庭
を
増
や
し
て
い
く
た

め
、
区
は
1
4年
度
か
ら
こ
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
子
育
て

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
に
関

す
る
総
合
相
談
や
、
子
育
て
サ
ロ
ン

な
ど
を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
や
家
庭

を
き
め
細
か
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め

て
行
き
ま
す
。

愛
称
は
、
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
の
P
R

お
よ
び
活
動
な
ど
に
使

用
し
ま
す
。
対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

応
募
方
法
=
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
電

話
、
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の

愛
称
を
明
記

期
限
=
‥
1
1
月
末
日

申
・
問
先
=
子
育
て
支
援
係

〒
苧
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

▲ 足立区こども家庭支
援センターのシンボル
マーク

1
1月
2
3日
(祝
)は

足
立
銭
湯
の
日

当
日
は
、
大
人
2
0
0
円
、
中
人
(
小

学
生
)
5
0円
、
小
人
(
6
歳
未
満
)

無
料
で
区
内
の
銭
湯
が
利
用
で
き
ま

す
。
問
先
=
衛
生
管
理
課
衛
生
管

理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

誤
っ
た
先
入
観
を
な
く
そ
う

同
和
地
区
の
生
活
環
境
に
つ
い
て

封
建
時
代
、
同
和
地
区
(
被
差
別

部
落
)
の
人
々
は
、
強
制
的
に
荒
れ

地
や
湿
地
帯
な
ど
生
活
環
境
の
悪
い

地
域
に
居
住
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
に
よ
り
、

か
つ
て
同
和
地
区
の
生
活
環
境
は
劣

悪
な
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
1
9
5
1

年
(
昭
和
2
6年
)
京
都
市
の
保
健

所
の
一
職
員
が
、
雑
誌
「
オ
ー
ル
ロ

マ
ン
ス
」
に
発
表
し
た
小
説
で
は
、

生
活
環
境
が
劣
悪
で
あ
る
が
故
に
、

同
和
地
区
が
あ
た
か
も
犯
罪
と
暴
力

の
巣
で
あ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、

行
政
は
同
和
地
区
の
生
活
環
境
改
善

に
積
極
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま

す
。
戦
後
5
0年
以
上
を
経
た
現
在
、

一
部
の
地
域
を
除
き
、
同
和
地
区
の

環
境
基
盤
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
ま
し

た
。と

こ
ろ
で
、
東
京
都
に
は
国
の
法

律
で
指
定
さ
れ
た
同
和
地
区
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
歴
史
的
背
景
か

ら
同
和
問
題
を
抱
え
る
地
域
は
あ

り
、
都
は
2
3区
内
の
三
地
域
で
、
環

境
改
善
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
も
関
わ
ら

ず
、
同
和
地
区
へ
の
偏
見
は
な
か
な

か
解
消
で
き
ま
せ
ん
。
基
本
的
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
は
、

同
和
地
区
に
対
す
る
誤
っ
た
先
入
観

の
一
掃
が
不
可
欠
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策
へ

看
護
婦
(
士
)
臨
時
職
員
募
集

勤
務
場
所
―
伊
興
前
沼
保
育
園
(
東

伊
興
3
-
3
-
4
)

対
象
=
看
護

婦
(
士
)
ま
た
は
保
健
婦
(
士
)
資

格
を
お
持
ち
の
方

内
容
=
保
育
園

児
の
健
康
管
理

勤
務
条
件
=
1
日
6

時
間
程
度
の
週
5
日
勤
務

定
員

=
I
人

採
用
予
定
=
1
4年
1
月

賃
金
=
日
額
9
千
6
5
0円/
賞
与
な
し

雇
用
期
間
=
約
1
年

申
込
=
履
歴

書
(
自
筆
・
写
真
貼
付
)
を
郵
送
ま

た
は
持
参

※
申
込
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん

期
限
=
‥
1
1
1
1

一
月
2
0日
必
着

申
・
問
先
=
児
童
調
整
係

〒
1
2
0。
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1
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申
請
は
お
済
み
で
す
か

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
は
手
当

の
申
請
が
で
き
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

対
象
=
2
0歳
以
上
の
方
/
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
方
/
病
院
・
診
療
所

に
入
院
し
て
い
な
い
方
/
障
害
の
程

度
が
法
律
で
定
め
る
程
度
の
重
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
方

手
当
月
額
=
2
万
6

千
8
6
0
円

障
害
児
福
祉
手
当

対
象
=
2
0歳
未
満
の
方
/
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
方
/
障
害
児
本
人
が

障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

け
て
い
な
い
方
/
法
律
で
定
め
る
程

度
の
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
方
。手
当
月
額
=
1

万
4
千
Ⅲ
円

ー

い
ず
れ
も
ー

障
害
者
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

の
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
問
先
=

障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務

所
(
表
2
)

表2　 福祉事務所一覧介
護
保
険
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

要
介
護
認
定
の
申
請

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
た
め
に
は
要
介
護
認
定
の
申
請
が

必
要
で
す
。
介
護
ま
た
は
支
援
が
必

要
な
方
で
、
ま
だ
申
請
が
済
ん
で
い

な
い
方
は
、
早
め
に
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
※
認
定
に
は
1
ヵ
月
ぐ

ら
い
か
か
り
ま
す
対
象
=
寝
た
き

り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
介
護
や
日
常
生

活
の
支
援
を
必
要
と
す
る
6
5
歳
以
上

の
方
/
初
老
期
の
痴
ほ
う
、
脳
血
管

障
害
な
ど
老
化
に
伴
う
病
気
に
よ
っ

て
介
護
や
日
常
生
活
の
支
援
を
必
要

と
す
る
4
0
歳
～
6
5
歳
未
満
の
方

申
先
=
介
護
保
険
課
、
各
福
祉
事
務

所
(
表
2
)

申
請
代
行
=
指
定
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー

問
先
=
介
護
認
定
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
6

痴
ほ
う
講
演
会

日
時
=
H
月
2
9日
㈲
、
午
後
3
時
～
5

時

内
容
=

「
痴
呆
性
高
齢
者
の

特
徴
と
対
応
に
つ
い
て
」
講
師
=

片
山
成
仁
医
師
(
成
仁
医
院
理
事
長
)

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先

=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

サ
ー
ク
ル
膝
「
膝
の
痛
み
を
や
わ

ら
げ
る
体
操
教
室
」
(
2
日
制
)

膝
の
痛
み
で
お
困
り
の
方
、
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
日
程
等
=
表
3

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先

―
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

表3　 膝の痛みをやわらげる体操教室日程等

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

健
康
術

～姿勢を矯正しましょう⑦～
今回も足重心がテーマです。正しい姿勢で立つ

ためには、左右それぞれの足裏にバランス良く重
心( 親指・小指の付け根、かかとの3 点支持) を
かけることが大切です。3 点支持を保つために足
首周辺のエクササイズを紹介します。

①つま先を手前に引き寄せ、2～　
3秒止めてゆっくり戻す( スネ
周辺のエクササイズ)
※ 片足ずつ左右5 回程度

②かかとを床から5～7cmあげて
( つま先立ち) 、ゆっくり戻す(
ふくらはぎ周辺のエクササイ

ズ)
※ 7～10回程度

③足首を持ち、片足ずつ足先をゆ
っくり大きく回す( 足首周辺の
ストレッチング)

《体育振興担当課 　3859- 3422 協力: 生涯学習振興公社》

あなたの相談室
場所= 区役所北館2 階
問先= 広聴相談係

3880- 5111 ㈹
秘密厳守　相談無料

※土・日・祝日はお休みです

※ 住宅修繕をお考えの方へ…区内建簗業髱の連合団体を紹介しています, 鼈話でお申し込みください

あ
だ
ち
再
生
館

家
具
修
理
等
の
従
事
者
募
集

自
転
車
や
家
具
な
ど
の
修
理
の
得

意
な
方
、
あ
な
た
の
技
術
を
リ
サ
イ

ク
ル
に
い
か
し
ま
せ
ん
か
。
対
象
=

区
内
在
住
の
方

内
容
=
粗
大
ご

み
に
出
さ
れ
た
自
転
車
、
家
具
な
ど

の
清
掃
・
修
繕
・
運
搬

※
週
2

日

～
3

日

、
1
日
6

時
間
程
度
の
勤
務

(
時
給
7
9
0円
)
。月
曜
休
館

定
員
=
3

人

選
考
=

面
接
(
日
程
は
後
日

通
知
)

申
込
=

自
筆
の
履
歴
書
を

持
参
ま
た
は
郵
送

期
限
=
H

月
3
0

日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

あ
だ
ち

再
生
館

〒
1
2
0・
0
0
1
1

中
央
本

町
2
-
9
-
1

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

選
挙
豆
知
識

選
挙
権
の
年
齢

選
挙
権
の
年
齢
要
件
は
、
満
2
0年

で
す
。
こ
れ
は
昭
和
2
0年
の
衆
議
院

議
員
選
挙
法
の
改
正
に
よ
る
も
の

で
、
明
治
2
2年
に
同
法
が
制
定
さ
れ

て
以
来
、
そ
れ
ま
で
は
満
2
5年
で
し

た
。諸

外
国
に
お
い
て
も
、
選
挙
権
の

年
齢
要
件
は
国
情
に
よ
り
多
少
異
な

っ
て
い
ま
す
が
、例
え
ば
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
で
は
1
8年
で
す
。

年
齢
の
計
算
は
出
生
の
日
か
ら
起

算
し
、
生
ま
れ
た
日
の
翌
年
か
ら
数

え
て
2
0年
目
の
誕
生
日
の
前
日
で
満
2
0

年
に
な
り
、
そ
の
日
の
経
過
を
要

し
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
選
挙
権
の
要
件
と
し
て
の

年
齢
の
算
定
は
、
選
挙
の
期
日
に
お

い
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
選
挙
権
の
年
齢
を
1
8年
に

引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
と
の
声
が
高

ま
っ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
が
注
目

さ
れ
ま
す
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
》

地
下
鉄
8
号
線
促
進
大
会

国
は
、
地
下
鉄
8
号
線
を
「
平
成

2
7
年
ま
で
に
整
備
着
手
す
る
こ
と
が

適
当
な
路
線
」
と
位
置
づ
け
、
「
豊
洲
～

亀
有
～
野
田
市
」
を
整
備
区
間
と

し
て
い
ま
す
。
区
と
し
て
、
亀
有
か

ら
野
田
市
ま
で
の
経
路
が
、区
内
(

西
用
水
沿
い
)
を
通
る
よ
う
、
都
や

国
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
区
・
区
議
会
・
地
元

町
会
な
ど
に
よ
る
「
地
下
鉄
8
号
線

整
備
促
進
大
会
」を
行
い
ま
す
。
日

時
=
1
2月
2
日
㈱
、
午
後
2
時
～
3

時

場
所
―
中
川
小
学
校

問
先
―

交
通
計
画
係(

3
8
8
0
)
5
9
3
6

1
3年
度
　交
通
安
全

図
画
・
ポ
ス
ター
・
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

こ
れ
は
毎
年
、
区
内
の
小
・
中
学

生
を
対
象
に
交
通
安
全
に
つ
い
て
考

え
、
広
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
6
0校
、
1

千
5
4点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
方
の

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
(
敬
称
略
)
。

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部

▽
金
賞
:
土
屋
歩
夢
(
千
寿
第
四
小
)
/

木
内
章
人
(
千
寿
桜
小
)
/
小
久

保
紗
弥
(
千
寿
桜
小
)
/

宝
田
倫
子

(西
新
井
小
)
/

富
井
花
菜
(
梅
島

小
)
金
沢
柊
哉
(
梅
島
第
二
小
)
/

尾
科
希
(
加
平
小
)
/

佐
藤
友
佳

(加
平
小
)
/
藤
井
美
央
(
加
平
小
)
/

室
谷
優
真
(
弘
道
第
一
小
)
/

今

井
望
美
(
綾
瀬
小
)
/

石
井
愛
実

(第
三
中
)
/
朝
日
美
奈
子
(
第
四

中
)
/
関
口
郁
里
(
東
島
根
中
)

作
文
の
部

▽
金
賞
:
右
水
潤
(
高
野
小
)
/

加

地
愛
里
(
六
月
中
)

※
「
図
画

。ポ
ス
タ
ー
の
部
」
「
作
文

の
部
」
と
も
に
、
銀
賞
・
銅
賞
も
多

数
選
ば
れ
ま
し
た

問
先
―
交
通
安

全
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

狂
牛
病
(
牛
海
綿
状
脳

症
)
対
策
緊
急
融
資

都
で
は
、
牛
海
綿
状
脳
症
対
策
緊

急
融
資
を
し
ま
す
。
貸
付
限
度
=
1

企
業
1
億
円
以
内

資
金
使
途
=

運
転
資
金

貸
付
期
間
=
1
年
以
上
7

年
以
内
(
据
置
期
間
2
年
以
内
を

含
む
)

貸
付
金
利
=
年
1
。
5
%以下

保
証
=
信
用
保
証
協
会
の
保
証
が
必

要
。
な
お
、
こ
の
融
資
申
し
込
み
に

は
、
区
が
発
行
す
る
「
認
定
書
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=

融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
3
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見 え ない 壁 取 り の ぞ い て

障 害 者 …それぞ れの試み

12月9 日は「障害者の日」です。
ハンディキャップを持ちながら
も、地域の中のひとりとして、地
域とともに暮らし、「地域社会と共
生」しようとする皆さんを紹介し
ます。

I
T
(
情
報
通
信技

術

)へ
の
試
み

《
心
身
障
害
者
の
I
T
講
習
会
》

区
で
は
、
学
び
ピ
ア
2
1
な
ど
で
の
I
T

講
習
会
と
あ
わ
せ
て
、
視
覚
障

害
な
ど
の
心
身
障
害
者
お
よ
び
そ
の

家
族
を
対
象
に
し
た
I
T

講
習
会
を
5

月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
(

今
後
の

日
程
等
は
表
1

参
照
)
。

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
い
る
方

、

ご
存
じ
で
し
た
か

。
キ
ー
ボ
ー
ド
に

は

、
視
覚
障
害
者
用
に
キ
ー
の
配
置

を
知
ら
せ
る
目
印
が
あ
る
こ
と
を

。

「F
(
は
)
」
と

「
T
J
(ま
)
」
の
キ
ー

に
そ
れ
ぞ
れ
突
起
が
あ
る
の
で
す

。

視
覚
障
害
者
の
方
は
、
こ
の
突
起
を

目
安
に
キ
ー
を
打
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
音
声
で
紹

介
す
る
音
声
ソ

フ
ト
の
普
及
な

ど
で
少
し
ず
つ

身
近
な
も
の
に

な
っ
た
と
は
言

え
、視
覚
障
害

者
に
と
っ
て
。

パ
ソ
コ
ン
は
便

利
な
も
の
と
は

ま
だ
ま
だ
言
え
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、

マ
ウ
ス
の
使
用
な
ど
…
。
そ
れ
だ
け

に
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
「
I
T
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
恐
怖
を
感
じ
、

不
安
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

区
で
は
「
パ
ソ
コ
ン
つ
て
、
こ
ん
な

こ
と
も
で
き
る
≒
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

情
報
か
ら
趣
味
な
ど
の
世
界
が
広
が

る
」
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
I
T

講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
視
覚
障
害
者
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る
場
合
に
困
る

の
が
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
画

像
。
少
し
で
も
多
く
の
人
が
利
用
し

や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
様
々

な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
な
ど
が
多
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
活

用
し
に
く
く
、
画
像
の
説
明
が
入
力

さ
れ
て
い
な
い
と
、
そ
こ
に
何
か
描

か
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
そ
う

で
す
。
普
段
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、

視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ

開
発
の
余
地
が
あ
る
よ
う
で
す
。

問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

▲視覚障害者を対象としたI T 講習会

心身障害者およびその家族を対象としたI T 講習会

パソコンを利用してインターネット・E メールなどの簡単な

操作について計12時間で学びます。 日程等= 表1 対象=20

歳以上の都内在住の障害者およびその家族 定員= 各開催15人
( 先着順) 費用= 無料( テキスト代は実費負担) 申込=11 月12

日から電話受け付け

申先= 足立あかしあ園 　3849- 1188　FAX3849- 7001
問先= 障害福祉計画係 　3880- 5255

表1　 心身障害者およびその家族対象のI T 講習会日程表

※「竹の塚ひまわり園」では、手話通訳あり

よ
り
良
い
商
品
へ
の
試
み

《
陶
芸
工
房
「
穂
多
里
」》

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

が
、
脳
血
管
障
害
な
ど
の
障
害
者
の

方
を
対
象
に
開
い
た
陶
芸
の
講
習
会

が
き
っ
か
け
で
誕
生
し
た
、
陶
芸
工

房
「
穂
多
里
」
(
ぽ
た
り
)
。
グ
ル
ー

プ
名
の
由
来
は
、
英
語
の

〝
p
o
t
t
e
r
y
(

陶
芸
)〟
。
陶
芸
は
指
を

使
い
、
リ
[
ビ
リ
に
適
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
都
市
農
業
公
園
を
中
心

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
た
9
a人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
陶
芸

の
心
得
な
ど
な
い
方
ば
か
り
で
し

た
。指
導
を
受
け
る
う
ち
に
、現
在
で

は
、様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
商
品
の
注

文
を
受
け
る
ま
で
に
上
達
し
ま
し

た
。た

と
え
ば
、
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

足
立
創
立
5
周
年
の
記
念
品
と
し

て
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
と
お
皿
の
セ

ッ
ト
4
0
0個
の
注
文
を
受
け
、
こ
れ
を
3

ヵ
月
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
今
年

の
足
立
区
障
害
者
体
育
祭
で
は
1
1
0個

の
一
輪
挿
し
を
記
念
品
と
し
て
納
品

し
ま
し
た
。
身
体
に
不
自
由
が
あ
る

た
め
、
各
自
が
で
き
る
分
野
に
分
か

れ
て
1
個
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど

を
作
り
上
げ
ま
す
。
す
で
に
趣
味
の

レ
ベ
ル
を
超
え
、〝作
品
〟
で
は
な
く
、

〝商
品
〟

を
作
る
と
い
う
意
識
で
グ

ル
ー

プ
は
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

穂
多
里
の

〝商
品
〟

は
区
役
所
内

に
あ
る
「
茶
房
ゆ
う
あ
い
」
な
ど
で

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
方

の
注
文
に
も
応
じ
る
と
の
こ
と
。
あ

わ
せ
て
、
穂
多
里
の
活
動
に
共
鳴
し

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
障
害
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
大
歓
迎
。「
最
初

は
み
な
、
陶
芸
に
つ
い
て
は
素
人
で

し
た
。
リ
「

ビ
リ
し
な
が
ら
、
陶
芸

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
代
表
の
鈴
木
さ
ん
は
土
を
こ
ね
な

が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

問
先
=

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

▲ 週2 回、月曜日と金曜日に活動しています

▲ コーヒーが一味違ってくるような…

「
地
域
と
と
も
に
」へ
の
試
み

《
ひ
だ
ま
り
の
会
ア
リ
ス
》

「
バ
ザ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
」
と
道
行
く
人
に

元
気
な
声
を
か
け
て
い
る
の
は
、
精

神
障
害
者
共
同
作
業
所
ア
リ
ス
の
通

所
者
。
年
に
一
度
の
バ
ザ
ー
も
、
今

年
で
5
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域

の
人
た
ち
に
す
っ
か
り
定
着
し
た
よ

う
で
、
こ
の
日
も
朝
早
く
か
ら
大
盛

況
で
し
た
。

足
立
区
に
は
こ
う
し
た
作
業
所
が
1
3

カ
所
あ
り
、
地
道
に
地
域
で
の
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
普
段
は
内
職

仕
事
や
手
工
芸
な
ど
の
自
主
製
品
作

り
を
し
て
い
ま
す
が
、
バ
ザ
ー
や
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
り
、
地
域
で
の

催
し
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地

域
と
の
共
生
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
に
と
っ
て
、
人
と
触
れ
合
う

こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
で
す
。
人
と

の
関
係
で
傷
つ
い
た
人
た
ち
を
い
や

す
の
は
、
や
は
り
人
を
と
お
し
て
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
域
に
生
き

る
障
害
者
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
障
害
者
に
と
っ
て
、
作
業

所
は
「
作
業
す
る
場
」
だ
け
で
は
な

く
、「
い
や
さ
れ
る
場
」
で
あ
り
「
人

と
し
て
生
き
て
い
く
よ
り
ど
こ
ろ
」

で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
で
い
き
い
き

と
活
動
し
て
い
る
作
業
所
、
障
害
者

の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
、

そ
の
た
め
に
も
作
業
所
の
試
み
は
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
問
先
=

ア
リ

ス

　
(
3
8
4
9
)
6
3
0
0

1
0月
7
日
に
開
か
れ
た
バ
ザ
ー

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
通
所
者
募
集

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談

通
所
者
募
集

脳
卒
中
や
事
故
、
難
病
な
ど
で
身

体
が
不
自
由
に
な
り
、
リ
(
ビ
リ
訓

練
を
希
望
す
る
方
に
次
の
よ
う
な
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
=

1
5
歳
～
6
4
歳
で
、
心
身
に
障
害
の
あ

る
区
民

内
容
=
マ
ヒ
の
あ
る
手
足

だ
け
で
な
く
身
体
全
体
の
機
能
を
最

大
限
に
生
か
す
リ
(
ビ
リ
訓
練
/
言

葉
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
言
語
訓

練
/
再
発
防
止
の
た
め
の
健
康
管
理
/

家
事
・
更
衣
・
入
浴
な
ど
の
動
作

訓
練
/
補
装
具
・
自
助
具
な
ど
の
紹

介
や
作
成
/
外
出
訓
練
や
交
通
機
関

利
用
訓
練
/
手
芸
・
陶
芸
な
ど
趣
味

開
拓
/
就
労
に
向
け
て
の
援
助

※

送
迎
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す

専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
な
ど
で
障

害
の
あ
る
方
(
ま
た
は
そ
の
家
族
)

を
対
象
に
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
看
護
婦
な
ど

の
専
門

職
員

が
様

々

な
相

談
を

お
受

け

し

ま

す

。

内

容
=

身

体

機

能
/

言

語
機

能

・
聴
覚

機
能
/

補
装
具

・

自

助
具
/

福

祉
用

具
/

進
路

・
就

労

い
ず

れ

も

場

・
申

・
問

先
=

▽
国

道
4

号
線

の

東

側

お
よ

び
千
住

地
区

の
方
・
:
東

部

障

害
福

祉
総

合
セ

ン

タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
国

道
4

号

線

の
西

側

お

よ

び

宮

城

・
小

台

・
新
田

地
区

の
方
・
:
西

部

障

害
福

祉
総

合
セ

ン

タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

I T講習
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

フ
ァ
ク
ス
情
報
案
内
中

受
話
器
付
き
フ
ァ
ク
ス
で
(
3
8
8
9
)
3
3
9
9

へ
ダ
イ
ヤ
ル
↓
コ
ー
ド
番
号
1
4
9
4

を
押
す

「
I
T
講
習
会
」
で
は
、初
め
て
パ

ソ
コ
ン
に
触
れ
る
初
心
者
を
対
象
と

し
て
1
2時
間
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
(
文
字
入
力
な
ど
)
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
利
用
の
基
本

的
技
能
を
学
び
ま
す
。

1
2月
の
I
T
講
習
会

参
加
者
募
集

往
復
(
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
各
講
習
会
の
申
込
先
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
振
興
公
社
申
し
込
み
分
　

(
表
2
　
コ
ー
ス
番
号
I
～
1
0
)

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事

業
推
進
課

〒
1
2
0
・
0
0
3
4
千
住
5
-
1
3
-
5

(
5
8
1
3
)
3
7
3
0

青
少
年
セ
ン
タ
ー
申
し
込
み
分

(表
3

コ
ー
ス
番
号
‥
1
1
～
1
6
)

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
-
1
7
　
　
　

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

い
ず
れ
も

対
象
=
2
0
歳
以
上
の
都
民
定
員
=

各
コ
ー
ス
2
0
人
(
抽
選
)
費
用
=
受

講
料
は
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
7
0
0
円
は

実
費
負
担
)
申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
①
希
望
の
コ
ー
ス
番
夛
②
住
所
③

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
④
年
齢
⑤
性
別

⑥
電
話
番
号
を
明
記
し
て
各
申
込
先

へ
(
全
コ
ー
ス
の
中
か
ら
I
人
I
コ

ー
ス
、
1
通
の
み
有
効
)
※
コ
ー
ス

番
号
H
番
は
、
1
歳
以
上
未
就
学
児

童
の
保
育
あ
り
。
希
望
す
る
方
は
①
～

⑥
の
ほ
か
に
⑦
子
ど
も
の
人
数
⑧

年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ー

ス
番
号
・
場
所
を
確
認
し
、
記
載
も

れ
の
な
い
よ
ラ
注
意
し
て
く
だ
さ
い

期
限
=
‥
1
1
月
2
0日
必
着

※
地
域
募
集
分
{
中
学
校
開
催
等
}

の
I
T
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
区
民

事
務
所
、
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
、
住

区
セ
ン
タ
ー
、
駅
広
報
ス
タ
ン
ド
に

別
途
チ
ラ
シ
を
置
い
て
、
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

I
T
講
習
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
I
T
事
業

(
3
8
8
0
)
5
2
2
9

《往復ハガキの記入例》

表2　12月のI T 講習会( 生涯学習振興公社開催分) 日程等

※ 学 びピア21 ・教育研究所での開催はありません

表3　12月のI T 講習会( 青少年センター開催分) 日程等

「
(
仮
称
)
勝
ど
き
六
丁
目
開
発
事

業

」
の
評
価
書
案
に
係
る
見
解
書

の
公
示
・
縦
覧
と
説
明
会

見
解
書
の
公
示
・
縦
覧

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。
ま
た
、
評
価
書
案
に
係
る
見

解
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
意
見
書
を

提
出
で
き
ま
す
。
縦
覧
期
間
=
1
1

月
H
日
～
1
2月
3
日
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
4
時
3
0分

※
土
一
日
・

祝
日
は
休
み

縦
覧
場
所
=
区
・
環

境
課
ま
た
は
都
・
環
境
影
響
評
価
審

査
課
(
都
庁
第
一
本
庁
舎
北
塔
3
5階
)

※
な
お
、
評
価
書
案
は
次
の
区
立
図

書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
中
央
・
竹

の
塚
・
伊
興
・
梅
田
・
興
本
・
宮
城

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館

意
見
書
の

要
件
(
意
見
書
の
提
出
の
た
め
に
必

要
な
記
入
事
項
)
=

①
氏
名
お
よ
び

住
所

②
対
象
事
業
の
名
称

③
意

見

意
見
書
の
提
出
期
限
=
挧一月
1
3

日
消
印
有
効

意
見
書
の
提
出
先
・

問
先
=
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
課

干
1
6
3・8
0
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-
1

都
庁
第
一
本
庁
舎
北
塔
3
5

階

　
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

見
解
書
の
説
明
会

日
時
=

▽一
1
1
1
1

月
2
2日
困
、
午
後
6
時

～
8
時
…
月
島
区
民
セ
ン
タ
ー
(
中

央
区
月
島
4
-
I
-
I
)

▽
1
1月
2
7

日
㈹
、
午
後
6
時
～
8
時
・
:中
央

区
立
豊
海
小
学
校
(
中
央
区
勝
ど
き
6
-
6
-
2
)

▽
H
月
3
0日
㈲
、午

後
6
時
～
8
時
・
:京
橋
プ
ラ
ザ
区
民

館
(
中
央
区
銀
座
1
-
2
5
-
3
)

問

先
=
ミ
サ
ワ
シ
テ
ィ
株
式
会
社
銀
座

事
務
所

(
5
5
6
5
)
0
1
5
4

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
環
境
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

「

飾
清
掃
工
場
更
新
事
業

」

の
評
価
書
案
に
係
る
見
解
書

の
公
示
・
縦
覧
と
説
明
会

見
解
書
の
公
示
・
縦
覧

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。
ま
た
、
評
価
書
案
に
係
る
見

解
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
意
見
書
を

提
出
で
き
ま
す
。
縦
覧
期
間
=

‥
1
1

月
2
1日
～
1
2月
1
0日
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
4
時
3
0分

※
土
・
日
・
祝

日
を
除
く

縦
覧
場
所
=
区
・
環
境

課
ま
た
は
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査

課
(
都
庁
第
一
本
庁
舎
北
塔
3
5階
)

な
お
、
評
価
書
案
は
次
の
区
立
図
書

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
中
央
・
佐
野
・

東
和
図
書
館

意
見
書
の
要
件
(
意

見
書
の
提
出
の
た
め
に
必
要
な
記
入

事
項
)
=
①
氏
名
お
よ
び
住
所

②

対
象
事
業
の
名
称

③
意
見

意
見

書
の
提
出
期
限
=
1
2月
2
0日
消
印
有

効

意
見
書
の
提
出
先
・
問
先
=
都
・

環
境
影
響
評
価
審
査
課

〒
1
6
3・8
0
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-
1

都
庁
第
一
本
庁
舎
北
塔
3
5階

(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

見
解
書
の
説
明
会

日
時
=
1
2月
3
日
㈲
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0分

場
所
=
中
川
京
小

学
校

問
先
=
東
京
一
、十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
計
画
推
進
課

(
5
3
6
1
)
3
7
2
2

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
環
境
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

図
書
館
専
門
員
(
地
域
図
書
館

長
・
一
般
非
常
勤
)
募
集

司
書
資
格
を
持
っ
た
地
域
図
書
館

長
、
一
般
職
員
を
求
め
て
い
ま
す
。

応
募
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
図
書
館
長

応
募
説
明
会
=
1
2月
2
日
櫞
、
午
前
1
0

時

場
所
=
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(履
歴
書
持
参
の
こ
と
)

応
募
資

格
=
4
5歳
か
ら
6
2歳
ま
で
の
方
で
、

司
書
ま
た
は
司
書
補
の
資
格
を
持

ち
、
土
・
日
・
祝
日
、
夜
間
勤
務
が

可
能
な
方

採
用
=
1
4年
4
月
1
日

以
降

内
容
=
図
書
館
業
務
全
般
お

よ
び
業
務
の
指
揮
監
督

勤
務
条
件
=

週
3
0時
間
(
週
5
日
勤
務
)

報
酬
=

月
額
2
3万
6
千
円
程
度

採
用
人

員
=
若
千
名

一
次
試
験
=
1
2月
1
6

日
㈱

選
考
方
法
=
筆
記
・
適
性
・

面
接一

般

非
常

勤

応
募

説
明

会
=
1
2

月
2

日

脚

、
午
後
1

時
3
0
分

場
所
=

生
涯

学
習

セ

ン

タ
ー
(
履
歴

書
持

参

の
こ
と
)

採
用
=
1
4

年
4

月
1

日
以

降

応
募

資
格
=

昭

和
2
0
年

以

降

に
生
ま

れ

た
方

で

司

書

ま

た

は

司

書

補

の
資

格

を

持

ち

、
上

・
日

・
祝
日

、
夜

間
勤

務

の

可
能

な
方

内

容
=

図
書

館
業

務
全

般

勤
務

条
件
=

週
3
0
時

間

報
酬
=
1
8

万
7

千
円

程
度

募

集
=

若
干

名

一
次

試
験
=

抒一
月
1
6
日

向

選

考
方

法
=

筆

記

・
適

性

・
面

接

ー

い
ず

れ
も

ー

問
先
=

中

央
図

書
館

管
理

調
整

係

(
5
8
1
3
)
3
7
4
Q
)

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ

ア

ド
レ

ス
=

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
i
b
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k

y
o
.
j
p
/

マ
イ
タ
ウ
ン
あ
だ
ち

就
職
面
接
会

区
内
の
企
業
2
0社
が
参
加
し
、
就

職
面
接
を
行
い
ま
す
。
日
時
=
1
1

月
2
0日
㈹
、
午
後
1
時～
4
時

※

受
け
付
け
開
始
は
、
午
後
O
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=

就
職
面
接
会
/
年
金
相
談
コ
ー
ナ

ー
/
職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー

必
何
社

で
も
面
接
で
き
ま
す
の
で
、
複
数
の

履
歴
書
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

主

催
=
(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

共
催
=

足
立
区

問
先
=
(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足

立

日
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

ま
た
は
区
・
産
業
振
興
課
産
業
計
画

担
当

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

駅
め
ぐ
り

竹
ノ
塚
駅

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
や

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
で
見
か

け
る
バ
ル
ー
ン
な
ど
に
よ
る
演
出
。

皆
さ
ん
も
目
に
す
る
、
あ
の
幻
想
的

な
光
景
を
創
り
出
し
て
い
る
会
社
が

竹
の
塚
に
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
会

社
で
は
、
小
売
り
用
の
も
の
や
、
結

婚
式
の
演
出
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
も

の
な
ど
、
約
5
0
0
種
類
の
バ
ル
ー
ン
を

扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ー
テ
ィ

ー
用
な
ど
に
バ
ル
ー
ン
の
屋
内
装
飾

の
配
達
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
口
付
近
か
ら
尾
竹
橋
通

り
沿
い
に
は
、
足
立
区
の
ラ
ー
メ
ン

街
道
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
場
所
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
ラ
ー
メ
ン

を
出
す
お
店
が
軒
を
連
ね
て
い
ま

す
。
し
ょ
う
油
だ
れ
を
ベ
ー
ス
に
。

こ
っ
て
り
と
し
た
と
ん
こ
つ
ス
ー
プ

の
お
店
に
始
ま
り
、
澄
ん
だ
ス
ー
プ

に
ち
ぢ
れ
め
ん
と
、
懐
か
し
さ
を
覚

え
る
昔
な
が
ら
の
ラ
ー
メ
ン
店
。
近

ご
ろ
、
話
題
の
旭
川
ラ
ー
メ
ン
の
お

店
で
は
、
旭
川
と
い
う
土
地
柄
か
、

海
産
物
で
だ
し
を
取
っ
た
ス
ー
プ
が

冷
め
に
く
く
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

煮
干
し
に
こ
だ
わ
り
、
ス
ー
プ
を
作

る
の
に
、
1
度
に
2
㎏
以
上
の
煮
干

し
を
使
う
お
店
と
…
。
竹
の
塚
周
辺

だ
け
で
も
、
実
に
様
々
な
ラ
ー
メ
ン

を
た
ん
の
う
で
き
ま
す
。
竹
の
塚
で

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
一
杯
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
広
報
課
》

▲ 今年のクリスマスはバルーンの
サンタとツリーなどはいかが?

▲ どんぶり一杯に、お店の個性が表現されて
います
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
11月12 日
から受け付け

▽
8
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
相
談

お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
、
専
門
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
教
職
経
験
豊
か
な
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を

除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育

研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を

除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

特
別
区
・
都
民
税
の

休
日
納
税
相
談

納
税
に
関
す
る
相
談
や
区
民
税
の

納
付
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
日
時
=
1
1
月
1
1
日
㈲
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
場
所
=
納

税
課
(
区
役
所
中
央
館
I
階
)

問
先
=

納
税
課
納
税
第
丁

第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6
　
　
　

(
3
8
8
0
)
5
2
3
7

社
会
保
険
の
扶
養
家
族
に

入
れ
る
方
は
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
な
ど
の

健
康
保
険
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
が
加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。
家

族
が
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
で
、
そ
の
扶
養
家
族
と
し
て
加
入

で
き
る
方
は
、
切
り
替
え
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
社
会
保
険

の
扶
養
に
な
れ
る
収
入
基
準
は
お
お

む
ね
次
の
と
お
り
で
す
・
:
①
年
間
収

入
が
1
3
0
万
円
未
満
の
方

②
6
0歳
以

上
も
し
く
は
障
害
年
金
受
給
者
で
年

間
収
入
が
1
8
0
万
円
未
満
の
方

問
先
=

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

保
険
料
は
所
得
控
除
さ
れ
ま
す

年
金
・
国
保
・
介
護
保
険

国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
健
康
保

険
料
お
よ
び
介
護
保
険
料
は
「
社
会

保
険
料
控
除
」
の
対
象
と
な
り
、
所

得
税
と
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

お
手
元
の
領
収
書
、
ま
た
口
座
振
替

ご
利
用
の
方
は
通
帳
か
ら
領
収
日
と

金
額
を
確
認
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
1
3年
中
に
支
払
っ
た
分
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
領
収
書
は
申
告
書
に

添
付
し
な
く
て
も
控
除
は
受
け
ら
れ

ま
す
。

問
先
=
▽
介
護
保
険
料
・
:

介
護
保
険
課
保
険
料
係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・
:国
民
健
康
保

険
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

▽
国
民
年
金
保
険
料
・
:国
民
年
金
課

保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ

住
所
を
変
え
た
と
き
は

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
住

所
を
変
更
し
た
と
き
は
、「
年
金
受
給

権
者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
(
(

ガ
キ
形
式
)
を
社
会
保
険
事
務
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
同
時
に
支
払

金
融
機
関
の
変
更
も
で
き
ま
す
)
。こ

の
提
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
関
係
の

書
類
が
お
手
元
に
届
か
な
く
な
り
ま

す
。
届
出
用
紙
は
社
会
保
険
事
務

所
、
区
・
国
民
年
金
課
、
区
民
事
務

所
に
あ
り
ま
す
。
問
先
=
国
民
年

金
課
給
付
係(

3
8
8
0
)
5
8
4
9

「
区
民
一
覧
表
閲
覧
制
度
」

住
民
基
本
台
帳
の

一
部
を
閲
覧
で
き
ま
す

閲
覧
場
所
=
中
m
六
本
町
区
民
事
務
所
　

(
6
席
)
お
よ
び
花
畑
区
民
事
務
所
　

(
4
席
)
閲
覧
日
時
=
月
～
金
曜

日
(
休
日
は
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午

後
4
時
3
0分
(
正
午
か
ら
午
後
1
時

は
除
く
)

料
金
=
1

人
3
0分
ご
と

に
千
円

申
込
=
毎
月
第
2
水
曜
日

(休
日
の
場
合
は
翌
日
)
、午
後
4
時

か
ら
電
話
ま
た
は
窓
口
で
翌
月
分
を

受
け
付
け
(
申
込
日
以
降
も
空
き
が

あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
)

※
不
当

な
目
的
に
使
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
申
し
込
み
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=
中
央

本
町
区
民
事
務
所
(
区
役
所
内
)

ま
た
は
花
畑
区
民
事
務
所

(
3
8
8
4
)
4
4
5
1

小
・
中
学
校
希
望
変
更
の
受
け
付
け

お
よ
び
応
募
状
況
の
公
表

希
望
校
変
更
の
受
け
付
け

学
校
選
択
制
度
の
実
施
に
伴
い
提

出
し
て
い
た
だ
い
た
希
望
選
択
票
に

つ
い
て
、
希
望
校
を
変
更
し
た
い
方

は
次
の
期
間
に
受
け
付
け
し
ま
す
。

日
時
=
‥
1
1
月
1
6
日
～
2
2
日
(
土
。
日

曜
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5

時

場
所
=
区
役
所
南
館
7
階

応
募
状
況
の
公
表

各
区
立
小
・
中
学
校
の
学
校
選
択

に
よ
る
応
募
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

日
時
=
▽
中
間
集
計
・
:
H
月
1
5日
㈲

▽
最
終
集
計
…
一
1
1月3
0日
吻

場
所
=

各
区
立
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
、
区
民
事
務
所
、
学
務
課
な

ど

※
幼
稚
園
、
保
育
園
で
は
、
小

学
校
分
の
み
公
表
し
ま
す

問
先
=

学
務
課
就
学
係(

3
8
8
0
)
5
9
6
9

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事

を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
水
洗
化
工

事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す

告
示
区
域
=

表
2

問
先
=

都
・
下
水
道
局
北
部
第
二
管
理
事
務

所

日
(
5
6
9
7
)
2
4
5
2

ま
た
は
区
・
計
画
調
整
課
計
画
担
当

(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

表2　 水洗化工事表
住
居
表
示
を
行
い
ま
す

次
の
地
域
で
H
月
1
7日
か
ら
住
居

表
示
を
行
い
ま
す
。
対
象
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
今
後
は
新
し
い
住

所
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
実

施
後
に
家
屋
な
ど
を
新
築
す
る
場
合

は
、
新
た
に
住
所
を
決
め
る
た
め
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。
建
築
確
認
済

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
図
面
一

式
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

区
域
=
伊
興
町
白
幡
、伊
興
町
狭
間
、

東
伊
興
町

新
町
名
=
東
伊
興
四
丁

目

※
住
居
表
示
変
更
証
明
書
を
。
1
6

歳
以
上
の
方
に
2
通
配
付
し
ま

す
。
足
り
な
い
場
合
は
、
住
居
表
示

担
当
ま
た
は
各
区
民
事
務
所
で
発
行

し
ま
す
(
無
料
)

問
先
=
戸
籍
住
民

課
住
居
表
示

「
2
・
2
・
2
住
宅
プ
ラ
ン

」

西
綾
瀬
二
丁
目
共
同
住
宅
販
売
開
始

定
期
借
地
権
を
利
用
し
た
「
2
。

2
・
2
住
宅
プ
ラ
ン
」
西
綾
瀬
二
丁

目
共
同
住
宅
の
購
入
希
望
者
登
録
受

付
が
、事
業
者
に
お
い
て
開
始
さ
れ

ま
す
。登
録
受
付
日
=
▽
三
世
代

優
先
登
録
・
:
H
月
8
日
～
1
2
日
▽

足
立
区
民
優
先
登
録
…
1
1
月
1
5
日
～

1
9
日
▽
一
般
分
譲
登
録
…
‥
‥
‥
一
月
1
5

日
～
2
4
日
※
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=

住
宅
推

進
室

　
(
3
8
8
0
)
5
9
5
9

年 金 の手続きをお忘れなく!
将来、年金を減額されたり、受けられないことにならないために、国民年
金課または区民事務所に届け出をしましょう( 表1) 。

問先= 国民年金課適用係03880 ―5843

表1　 手続きが必要な事例一覧表

区
役
所
へ
は
電
車
や
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

庁
舎
駐
車
場
混
雑
緩
和
の
た
め
、

ご
来
庁
の
際
に
は
、電
車
(
梅
島
駅
、

五
反
野
駅
か
ら
徒
歩
)
、都
バ
ス
(
北

千
住
駅
、竹
ノ
塚
駅
発
)
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
(
綾
瀬
駅
、西
新
井
駅
発
)

な
ど
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
庁
舎
へ
の
く
わ
し
い
交
通
手
段
は

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
8
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
庁
舎

管
理
課

(
3
8
8
0
)
5
8
2
5

区
長

へ
の

手

紙

か

ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
・
広
聴
ハ
ガ
キ
・
E
メ
ー
ル
な

ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の
返
信

・
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
対
応
に
感
謝

①
「
無
料
で
布
団
の
点
検
を
し
ま
す
」

と
来
訪
し
た
業
者
に
「
お
宅
の
布
団

に
は
ダ
ニ
が
い
る
」
と
言
わ
れ
、
新

し
い
布
団
の
購
入
を
し
つ
こ
く
す
す

め
ら
れ
、断
り
き
れ
ず
に
契
約
し
た
。

し
か
し
、
年
金
暮
ら
し
で
あ
る
わ

た
し
は
、
ロ
ー
ン
の
支
払
い
が
心
配

で
解
約
を
申
し
出
た
が
断
ら
れ
た
。

近
所
の
人
に
教
え
て
も
ら
い
、
消
費

者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

契
約
を
解
除
で
き
て
、ほ
っ
と
し
た
。

②
雑
誌
の
広
告
で
知
っ
た
無
料
エ
ス

テ
に
行
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
話
し
て

い
る
う
ち
に
、
前
金
1
5万
円
を
払
っ

て
エ
ス
テ
を
受
け
る
契
約
を
さ
せ
ら

れ
た
。
不
安
に
な
っ
て
解
約
を
申
し

出
た
と
こ
ろ
違
約
金
5
万
円
を
払
わ

さ
れ
た
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
親
身
に
対
応

し
て
も
ら
い
全
額
戻
っ
た
。

区
長
か
ら
の
返
信

消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
の
感
謝
の
お

便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
、
訪
問
販
売
や
マ
ル
チ
商
法

の
勧
誘
、
利
殖
商
法
な
ど
に
強
引
な

も
の
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
も
、
契
約

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
や
予

防
の
た
め
、
今
年
4
月
1
日
に
「
消

費
者
契
約
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
り
、
契
約
の
際
に
、

事
業
者
の
一
定
の
行
為
に
よ
っ
て

は
、
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

が
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
契
約

な
ど
に
十
分
注
意
さ
れ
る
こ
と
が
肝

心
で
す
。

も
し
も
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ

れ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ

ひ
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8

5

足
立区
長
　鈴
木
恒
年

◎ 訂正とおわび　10 月25日号8 面「不動産公売を実施します」に誤りがありました。次のとおり訂正しておわびします。正しくは、売却区分番号1 土

地付き建物①公売保証金=160 万円 ②建物の所在= 静岡県田方郡修善寺町牧之郷字アラク山1286 番地29 ③木造スレート葺平家建 《広報課》
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催

し

物

ガ
イ

ド

定員に先着順
とあるものは
11月12 日
から受け付け

山
ノ
内
町
が
や
っ
て
来
る
!

第
3
回
「
初
雪
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
i
n
あ
だ
ち
」

友
好
自
治
体
の
山
ノ
内
町
(
長
野

県
)
が
、
地
元
の
特
産
品
を
も
っ
て
、

足
立
区
に
来
ま
す
。
山
ノ
内
町
の
雰

囲
気
を
昧
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
Å
1
1
1
1
一
月
2
0
日
㈹
、
午
後
3
時
～

7
時

場
所
=
区
役
所
南
側
広
場

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い

内
容
=
①
キ
ノ
コ
の
セ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
(
先
着
5
0
0人)

②
人
工

降
雪
機
に
よ
る
ひ
と
足
早
い
初
雪

③
ミ
ス
志
賀
高
原
に
よ
る
抽
選
会

(総
額
1
5
0万
円
相
当
)

④
特
産
農

産
物
(
リ
ン
ゴ
、
エ
ノ
キ
、
シ
メ
ジ

な
ど
)
の
直
売
と
贈
答
品
(
リ
ン
ゴ

な
ど
)
の
発
送
受
付

⑤
お
い
し
い

地
元
の
銘
菓
販
売

⑥
温
泉
玉
子
と

地
酒
の
試
飲
サ
ー
ビ
ス

⑦
キ
ノ
コ

汁
の
サ
ー
ビ
ス

⑧
長
野
県
産
そ
ば

の
試
食

⑨
浴
槽
剤
と
ポ
プ
リ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど

※
⑥
、
⑦
、
⑧
、

⑨
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
④
ま
た
は
⑤
の

お
買
物
を
し
た
方
に
限
り
ま
す
(
ひ

と
つ
だ
け
選
べ
ま
す
)
問
先
=
都

市
提
携
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
7

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
1

日
時
=
H
月
1
1日
㈱
、午
前
1
1時
(
開

場
は
3
0分
前
)

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ

出
演
(
順
)
=

足
立
シ
ル

バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
/
潤
徳
女
子
高

校
・
蒲
原
中
/
栗
原
北
小
/
伊
興
ウ

イ
ン
ド
/
第
六
中
・
第
十
三
中
/
ア

ヴ
ァ
ン
プ
ル
ミ
エ
/
花
畑
中
/
第
十

四
中
・
束
島
根
中
/
千
寿
第
二
小
/

ホ
ワ
イ
タ
ル
/
ア
カ
デ
ミ
カ
・
都
立

足
立
高
校
/
東
綾
瀬
中
/
足
立
ブ
ラ

ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
/
伊
興
中
/
足
立

ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
/
第
九
中
/
ウ

イ
ン
ド
ク
ル
ー
/
西
新
井
中
/
A
C
O

ウ
ィ
ン
ス
/
第
四
冲
し
足
立
吹
奏

楽
団
/
合
同
演
奏
「
錨
を
上
げ
て
」

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

第
1
0回
常
東
地
区
音
楽
祭

千
住
の
常
東
地
域
の
音
楽
が
好
き

な
仲
間
に
よ
る
手
づ
く
叭
音
楽
会
で

す
。
ぜ
ひ
、
す
て
き
な
演
奏
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
日
時
=

‥
1
1
1
1

一
月
1
8

日
脚
、
午
後
1
時
3
0分
(
開
場
は
午

後
1
時
)

場
所
=
第
十
六
中
学
校

内
容
=
常
束
地
域
の
小
学
校
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
吹
奏
楽
ノ

ピ
ア
ノ
演
奏
・
:本
間
有
紀
氏
・
語
り

・
:
ば
ば
の
り
こ
氏
/
解
説
…
長
谷
川

武
久
氏

費
用
=
無
料

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

※
上
履
き
を
ご
用

意
く
だ
さ
い

問
先
=
千
住
あ
ず
ま

住
区
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
2
)
1
2
1
8

ま
た
は
住
区
推
進
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
何
か
で
き

る
の
か
、
あ
な
た

も
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=
表
3
　

対
象
=
高
校
生
以

上
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
興
味
の
あ

る
方

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費

用
=
無
料

申
込
=

電
話

期
限
=
1
1

月
2
0日

申
・

問
先
=
生
涯
学
習

課
社
会
教
育

表3　 ボランティア講座日程表

※ いずれも時間は、午後7時～9時。場所=梅田地域学習センター
※ 体験実習は選択制です

第
1
4回
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
&
あ
だ
ち
ま
ち

づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
講
演
会

「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
?
～
住
み
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
、ま
ち
づ
く
り
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
す
。
日
時
=
1
1
月
2
3
日
㈲
、

午
後
1
時
～
4
時
3
0
分
場
所
=
区

役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
▽
発
表

会
…
六
町
地
区
共
同
住
宅
建
設
事
業

組
合
/
栗
島
中
学
校
ま
ち
づ
く
り
学

習
会
/
千
住
・
町
こ
兀
気
・
探
検
隊

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
:
佐

々
木
聡
氏
(
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
フ

ム
実
行
委
員
長
)

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

ま
ち
づ
く
り
課(

3
8
8
0
)
5
9
3
3

公
開
講
座

女
性
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

「
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
つ
き
あ
う
法

」

ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
学
び
ま
す
。

日
時
=
H
月
2
1
日
㈲
、
午
後
6
時
4
5

分
～
8
時
4
5
分
講
師
=
中
村
延
江

氏
(
山
野
美
容
芸
術
短
大
教
授
)

定

員
=
3
0人
(
先
着
順
)

※
保
育
(
6

ヵ
月
以
上
学
齢
前
)
を
希
望
す
る
方

は
申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
受
講
生
募
集

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座

受
講
生
募
集

難
し
そ
う
な
金
融
問
題
を
や
さ
し

く
学
び
ま
す
。
日
時
=
1
1
一
月
2
2
日

㈲
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方

内
容
=
不
良
債
権
問
題
か
ら
日

本
経
済
が
見
え
る
「
こ
れ
か
ら
の
銀

行
の
役
割
」
講
師
=

花
原
二
郎
氏

(法
政
大
学
名
誉
教
授
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

知
っ
て
得
す
る
魚
の
お
ろ
し
方

魚
料
理
の
実
習
で
魚
の
こ
と
を
良

く
知
り
、
魚
食
文
化
を
見
直
し
ま
し

ょ
う
。
日
時
=
H
月
2
0日
㈹
、午
後
1

時
～
3
時
3
0分

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
当
講
座
未
受
講

者

講
師
=
足
立
市
場
職
員
お
よ
び

魚
食
普
及
委
員

定
員
=
4
0人
(
先

着
順
)

費
用
=
3
0
0円
(
教
材
費
)

-

い
ず
れ
も
I

場
所
=

エ
ル
ー
ソ
フ
イ
ア

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

講
演
会
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

「
健
や
か
な
生
活
を
め
ざ
し
て
」

医
師
に
よ
る
講
演
と
体
育
指
導
員

に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行
い
ま

す
。
日
時
=
1
2月
1
日
倒
、午
後
2

時

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
イ
ア

定

員
=
2
0
0人(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く

る
区
民
協
議
会
事
務
局
(
地
域
支
援

課
内
)

　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

郷
土
博
物
館
の
講
座
・
教
室

冬
季
区
民
教
養
講
座

日
時
=
1
2
月
8
日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
青
少
年
セ

ン
タ
ー

内
容
=

「
新
撰
組
を
支
え

た
人
々
」
講
師
=
矢
口
祥
有
里
氏

(日
野
市
史
編
さ
ん
嘱
託
)

費
用
=

無
料
(
先
着
8
0人
に
資
料
配
布
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

し
め
飾
り
作
り
体
験
教
室

簡
単
な
し
め
飾
り
作
り
を
体
験
し

ま
す
。
日
時
=
1
2
月
1
6
日
㈲
、
午
後

2
時
～
4
時
対
象
=
小
学
校
4
年

生
以
上
の
方

定
員
=
2
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、「
し
め
飾
り
作
り
希
望
」

と
明
記

期
限
=
一
1
1
1
1

一
月
3
0日
必
着

費
用
=
無
料

場
・
申
先
=
郷
土
博

物
館

〒
1
2
0・0
0
0
1

大
谷
田
5
-
2
0
-
I

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
条

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
m

」
か
ら
紹
介
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

千
草
園
落
ち
葉
の
海
で
お
ぼ
れ
そ
う

柳
原
小
学
校
五
年

安
田

万
莉

て
ん
ご
く
に
て
ん
し
が
い
そ
う
な
て
ん
き
だ
な

梅
島
小
学
校
一
年

し
お
の
あ
ゆ
み

き
も
の
き
て
か
み
を
ま
る
め
て
七
五
三

花
畑
第
一
小
学
校
二
年
　
よ
こ
た

ま
ほ

か
ん
ら
ん
し
や
ゆ
っ
く
り
ま
わ
る
そ
ら
の
た
び

東
綾
瀬
小
学
校
一
年
　
さ
い
と
う
ち
あ
き

山
あ
い
の
も
み
じ
一
葉
露
天
風
呂

六
月
中
学
校
二
年

大
森

政
幸

《
評
‥
C
の
つ
い
た
句
》

き
っ
と
真
青
な
空
を
見
上
げ
て
い
て
、
天
使
が
い
そ
う
な
天
気
だ
と
感
じ

た
の
で
し
ょ
う
。
い
そ
う
な
天
気
と
い
う
と
ら
え
方
は
、
ま
さ
に
詩
的
で
、

拍
手
で
す
。

炎
天
寺
住
職

吉
野

孟
彦

掲
示
板

ふ
く
ふ
く
ま
つ
り

日
時
=
H
月
2
3
日
㈱
、
午
前
9
時
4
5

分
～
午
後
2
時
場
所
=
綾
瀬
福
祉

園
(
東
部
福
祉
事
務
所
内
)

内
容
=

模
擬
店
/
バ
ザ
ー
/
カ
ラ
オ
ケ
大
会

な
ど

問
先
=
綾
瀬
福
祉
園

(
3
6
0
5
)
7
1
8
7

足
立
・

飾
・
荒
川
合
同
オ
ス
ト

メ
イ
ト
話
し
合
い
体
験
交
流
懇
談
会

同
じ
悩
み
を
持
つ
方
同
士
、
仲
間

の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。
※
医
師

な
ど
は
出
席
し
ま
せ
ん
日
時
=
‥
1
1

月
1
8
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
イ
ア

対
象
=

オ
ス
ト
メ
イ
ト
使
用
者

費
用
=
無

料

※
通
信
費
な
ど
で
後
日
2
0
0円
徴

収
し
ま
す

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

惠
只

協
議
会(

5
2
7
2
)
3
5
5
0

「税
を
知
る
週
間
」
無
料
相
談
会

日
時
=
1
1
月
1
4
日
～
1
6
日
・
1
9
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
場
所
=
区

役
所
I

階
ロ
ビ
ー

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
=

東
京
税
理
士
会

足
立
支
部

(
3
8
8
2
)
8
4
5
0

個
人
事
業
税
の
納
期
で
す

1
1月
は
、
個
人
事
業
税
第
二
期
分

の
納
期
で
す

。
金
融
機
関

、郵
便
局

、

都
税
事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

便
利
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

納
期
限
=

‥
1
1
1
1

一
月
3
0
日

問
先
=

都
・

主
税
局
課
税
指
導
課

(
5
3
8
8
)
2
9
5
6

労
働
保
険
料
の
納
付

労
働
保
険
料
の
第
3

期
分
の
納
期

限
は
1
1
月
3
0
日
で
す
。
納
付
書
は
1
1

月
2
0
日
ご
ろ
発
送
予
定
で
す

。
金
融

機
関
、
郵
便
局
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

問
先
=

東
京
労
働
局
徴
収
課

(
3
8
1
8
)
8
2
1
9

「
R
の
お
店
」ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

新
規
登
録
店
を
募
集
し
ま
す

「
当
店
は
、エ
コ
製
品
の
特
設
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
≒
買
い
物
袋
を
持

参
し
た
方
に
は
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
ま

す
≒
袋
詰
め
、パ
ッ
ク
売
り
は
せ
ず
、

バ
ラ
売
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま

す
」
な
ど
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
区

内
の
商
店
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
内
容
=
登
録
証
(
シ
ー
ル
)

の
交
付
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
推
進
店

ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付
、
登
録
店
の
情

報
を
区
の
発
行
す
る
冊
子
な
ど
で
紹

介

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0
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区内で展開
足立あ んしんネットワーク

支え合える地域を目指して

区では、ひとり暮らしなどの
高齢者を地域ぐるみで見守り。
いつまでも安心して住み続けら
れる仕組みとして、「足立あんし
んネットワーク」事業を昨年か
ら行っています。「足立あんしん
ネットワーク」では、地域の方
々の協力のもとに、支援センタ
ーを中心として、各地域で様々
な活動が行われています。

あんしん協力機関
商店街の「よろず相談所」、銭湯 、薬局・

薬店、老人クラブなどで、協力機関とし て登
録している団体です。地域にいる気がかりな
方の異変を早期に発見し 、支援センターや専
門相談協力員に連絡し ます。

専門相談協力員( 民生委員)
区長から各民生委員に委嘱しています。民

生委員としての経験を生かして、困っている
方からの相談や連絡を受け、どのような支援
が必要かを考えます。

あんしん協力員
活動の主旨に賛同し 、自主的に活動し てい

る方です。協力員は 、支援センターから依頼
のあった高齢者に対し 、安否確認とし ての声
かけ、見守り 、高齢者に何かおきたときの連
絡を行います。

在宅介護支援センター
区からの委託を受け 、高齢者に関する相談

全般に対応しながら地域住民、専門相談協力
員、あんしん協力機関 、あんしん協力員から
の相談や連絡を受け、高齢者に対する支援を
行っています。

協力員さんへの
インタビュー
支 援センターから紹介され 、初

めて訪問する時 は不安でした。で
も、何度か訪問するうちに相手の
方から心待 ちにさ れるようにな
り、こちらも元気をもらって帰るこ
とができます。これからも地域の
ふれあいを大切に、活動を続けて
いきたいと思います。

お問い合わせは、在宅支援係
3880- 5111 ㈹

あんしん
協力員募集

この事業に協力して、高齢者への声かけや見守りなどを行っていた
だける方を募集しています。責任をもって活動していただける方でし
たら年齢や資格は問いません。活動地域、活動時間、内容は無理のな
い範囲でお願いします。少しでも関心のある方は 、お近くの支援セン
ターまたは高齢サービス課在宅支援係までご連絡く ださい。

小・中学生のいじめ相談
月曜日～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)
スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

中立部屋でちゃんこ鍋を
たんのう

1
0月
1
0日
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア

ー
ベ
ル
モ
ン
ト
市
の
中

学
生
使
節
団
が
舎
人
四
丁
目
に
あ

る
中
立
部
屋
を
訪
問
し
ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
、
国
技
の
相
撲
を
見
学
し
ま

し
た
。
取
材
当
日
は
、
中
立
親
方

は
巡
業
準
備
で
、
残
念
な
が
ら
留

守
。稽
古
を
つ
け
て
く
れ
た
の
は
、

来
年
十
両
昇
進
を
ね
ら
う
岩
木

山
。
す
り
足
や
突
っ
張
り
な
ど
の

手
ほ
ど
き
を
う
け
、
お
か
み
さ
ん

か
ら
は
、
礼
儀
の
大
切
さ
を
教
わ

り
ま
し
た
。

締
め
く
く
り
は
、
元
関
取
の
須

川
コ
ー
チ
と
力
士
が
作
っ
た
、
鳥

肉
と
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
ち

ゃ
ん
こ
鍋
。
お
は
し
も
上
手
に
使

い
、
お
か
わ
り
を
す
る
団
員
も
い

て
、
日
本
の
文
化
を
受
け
入
れ
、

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

▲ 岩木山に体当たり

ちゃんこに挑戦 　

本
当
に
い
い
天
気
で
し
た
!

A

- F

e
s

t

a

2001

2
日
匿
と
も
捐
一
ぶ
目
な
空
の
下
。
涎
へ
q
i

万
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場
を
め
い
っ
ぱ

い
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。
荒
川
を
眺
め
な
が
ら
、
た
こ
焼
き
を

食
べ
て
、
冒一寝
を
し
て
い
瓧
人
も
。
来
年
も

と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
ね
。

▲ キッズダンスで元気
いっぱい

▲ 「オレたちの作った
たこ焼き、おいしいぞ」

あだっちボール一般の部
優勝チーム「ロケッツ」

ー般
少
年
の
部
　

優
勝
チ
ー
ム
「
さ
く
ら
」

北 足 立
市 場 野 菜 天 国 果 物 王 国

1
0月
2
1日
、
北
足
立
市
場
で
、
新

鮮
な
野
菜
や
く
だ
も
の
、
花
き
な
ど

の
ほ
か
、
日
ご
ろ
市
場
で
取
り
引
き

さ
れ
て
い
る
様
々
な
食
品
が
安
く
売

ら
れ
る
市
場
ま
つ
り
。

開
会
の
午
前
1
0時
に
は
、
す
で
に

大
勢
の
人
が
列
を
作
り
ま
し
た
。
普

段
は
、
一
般
の
人
が
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
市
場
場
内
は
、
あ
っ
と
い
う

問
に
買
い
物
客
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▲ 野菜ルーレットで
「旬」をケット

古紙配合率75% 再生紙を使用しています M. A　281, 500


